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研究会報告
(C)
図1:レー ザートラップによるDNA粒子の凝集とそれを模したシミュレー ション｡(a)DNA/PEG-
Acomplexの凝集｡実験で得られた写真を右に､左に模式図を示してある｡焦点内には9個の粒
子が拘束されている｡レー ザーを解除するとそれぞれの粒子は再びバラバラに運動を始めた｡(b)
DNA/ChoLPEG-Acomplexの凝集｡実験状況は同じである｡真ん中のパネルの時点で17個の
粒子がトラップされている｡レー ザーを解除した後､焦点からはDNAが直線状に連なった棒が現
れた｡前後の状況から､この樺は焦点から光の進行方向奥に立ち上がっていたと推察される｡(C)
体積斥力のみの粒子の凝集｡引力はレー ザートラップを棟した｡(d)衝突すると相対位置を保存す
る粒子の凝集｡ポテンシャルは(C)と同じ｡
れている粒子と新たにトラップされた粒子の運動はその力で強く律されているので､衝突の向き
が軸に沿いやすくなる｡トラップされているassemblyが直線に近いと､図1(d)にある様に軸に
沿ってトラップされるので､直線として成長していく｡また､粒子が光の散乱力に押されて､レー
ザーの入射方向から焦点に入って来る事が多い事と､assembly自体も押されて焦点から奥に立つ
形でトラップされる事で､十分大きい棒は光の軸に沿った向きに焦点から立つ為､勾配力が溶液
のランダムカに比べてずっと大きい焦点付近に衝突ポイントが保たれる｡これらの現象が合わさっ
て実験で得られた様な､真っ直ぐな樺が生成される事が確認できた｡
この様に粒子の凝集過程を強力な外力ポテンシャルで制御し､形成される構造体を任意の形状
にする実験はこれまで殆ど行われておらず､同様の現象はコロイド粒子の凝集として興味深いと
思われる｡
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